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        No. 2638
2023 年 7 月 3 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
新
会
社
を
設

立
。
名
称
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
デ
バ
イ
ス
株

式
会
社
。事
業
内
容
は「
光

電
融
合
デ
バ
イ
ス
」
の
企

画
、
設
計
、
開
発
、
製
造
、

販
売
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
エ
レ
ク
ト

ロ
二
ク
ス
株
式
会
社
（
Ｎ

Ｅ
Ｌ
）
と
８
月
以
降
に
統

合
す
る
。
移
行
す
る
人
員

は
先
端
総
研
、
Ｎ
Ｅ
Ｌ
か

ら
６
月
中
旬
以
降
順
次
出

向
。
勤
務
地
は
厚
木
Ｒ
＆

Ｄ
セ
ン
タ
内
。「
光
電
融
合

デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
製
造

会
社
と
し
て
の
体
制
づ
く

り
だ
」「
移
行
す
る
社
員
の

要
望
を
尊
重
し
て
ほ
し

マ
イ
ナ
保
険
証

全
国
紙
４
紙
も
“
立
ち
止
ま
れ
”

　

全
国
の
新
聞
が
「
廃
止
見
送
れ
」「
一
本
化
を
凍
結
」

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い

て
、
全
国
紙
、
地
方
紙
の

多
く
が
〝
立
ち
止
ま
れ
〟

〝
再
検
討
〟を
主
張
し
て
い

ま
す
。

読
売
新
聞　
「
見
直
し
は

今
か
ら
で
も
遅
く
は
な

い
」「
当
初
の
予
定
通
り
、

選
択
制
に
戻
す
の
も
一
案

だ
ろ
う
」
７
日
付
社
説

朝
日
新
聞　
「
日
程
あ
り

き
で
強
引
に
勧
め
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
」「
今
こ
そ

立
ち
止
ま
っ
て
、
考
え
直

す
べ
き
だ
」
９
日
付
社
説

毎
日
新
聞　
「
い
っ
た
ん

立
ち
止
ま
り
、
信
頼
を
回

復
す
る
た
め
の
施
策
を
講

じ
る
べ
き
だ
」
９
日
付
社

説産
経
新
聞　
「
混
乱
回
避

の
た
め
に
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
あ
り
き
で
は
な
く
、
実

施
時
期
は
柔
軟
に
対
応
す

べ
き
だ
」
10
日
付
社
説

北
海
道
新
聞　
「
政
府
は

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、

い
」　

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
感
染
者
数
が
11
週
連
続

シ
ス
テ
ム
の
不
備
を
徹
底

的
に
洗
い
直
す
の
が
先
決

で
あ
る
」
３
日
付
社
説

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

講
じ
な
け
れ
ば
、
信
頼
は

回
復
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
」
21
日
付
社
説

信
濃
毎
日
新
聞　
「
国
民

を
リ
ス
ク
に
さ
ら
し
て
ま

で
強
引
に
進
め
よ
う
と
す

る
の
は
、愚
策
で
あ
る
。一

本
化
を
撤
回
す
べ
き
だ
」

20
日
付
社
説

中
日（
東
京
）新
聞　
「（
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
）
い
っ
た
ん

白
紙
に
戻
し
て
再
考
す
べ

き
だ
」「
一
本
化
を
強
行
せ

ず
、
カ
ー
ド
廃
止
も
選
択

肢
に
含
め
た
抜
本
的
な
議

論
を
始
め
る
べ
き
だ
」
21

日
付
社
説

京
都
新
聞　
「
い
っ
た
ん

立
ち
止
ま
り
、
根
本
か
ら

見
直
す
べ
き
だ
」「
26
年
中

に
も
新
カ
ー
ド
に
刷
新
す

る
と
い
う
な
ら
、
最
低
限

で
も
そ
れ
ま
で
は
拙
速
な

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
一
本
化

は
凍
結
す
べ
き
だ
ろ
う
」

９
日
付
社
説

中
国
新
聞　
「
一
本
化
す

る
の
は
誰
が
考
え
て
も
無

理
が
あ
る
。
国
民
の
不
信

感
を
払
拭
で
き
る
ま
で
、

保
険
証
の
廃
止
方
針
を
凍

結
す
る
べ
き
だ
」
23
日
付

社
説

西
日
本
新
聞　
「
来
年
秋

の
廃
止
は
見
送
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
と
現
行
保
険
証

を
選
択
可
能
に
す
る
こ
と

を
含
め
、
再
検
討
す
べ
き

だ
」
９
日
付
社
説

琉
球
新
報　
「
廃
止
を
含

め
、
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻

し
て
徹
底
的
に
議
論
す
べ

き
だ
」
９
日
付
社
説

河
北
新
報　
「
廃
止
方
針

を
い
っ
た
ん
棚
上
げ
し
、

そ
の
上
で
再
発
防
止
策
を

自然科学分野
日本は前年と同じ５位
2023 年版ネイチャー・インデックス・
アニュアル・テーブルズ（15 日付）

　

科
学
誌『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

は
２
０
２
２
年
に
発
表
さ

れ
た
質
の
高
い
研
究
に
最

も
貢
献
し
た
研
究
機
関
お

よ
び
国
を
調
査
し
た
結
果

を
発
表
。

　

自
然
科
学
分
野
（
物
理

学
、
化
学
、
生
物
学
、
地

球
環
境
科
学
）
で
は
、
論

文
の
著
書
の
貢
献
度
を
考

慮
し
た
数
値
（
シ
ェ
ア
）

を
も
と
に
、
研
究
機
関
や

国
の
研
究
力
を
測
定
し
、

順
位
づ
け
。
中
国
が
シ
ェ

ア
を
大
き
く
伸
ば
し
て
米

国
を
上
回
り
首
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
は
５
位
で
前
年
と

同
じ
で
し
た
が
、
ド
イ
ツ
、

英
国
を
含
め
た
上
位
５
ヵ

国
の
中
で
シ
ェ
ア
を
最
も

大
き
く
低
下
さ
せ
ま
し
た
。

　

研
究
機
関
ご
と
の
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
、
１
０
０
位

以
内
に
入
っ
た
の
は
東
京

大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪

大
学
、
東
北
大
学
の
４
大

学
で
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

で
増
加
し
て
い
る
」「
政
府

の
対
策
分
科
会
の
尾
身
元

会
長
が
第
９
波
の
可
能
性

を
指
摘
し
た
」「
沖
縄
県
で

は
１
週
間
に
９
０
０
０
人

超
が
感
染
。
医
療
体
制
が

危
機
的
状
況
と
の
こ
と
」

「
都
内
の
中
学
校
で
生
徒

数
名
が
感
染
し
学
級
閉
鎖

に
な
っ
た
」「
５
類
移
行
で

毎
日
の
新
た
な
感
染
者
数

が
分
か
ら
な
い
の
が
不
安

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
民
間
軍
事
会

社
ワ
グ
ネ
ル
が
武
装
蜂
起
。

「
モ
ス
ク
ワ
に
進
軍
し
か

　
　

×　
　
　
　

×

　

各
地
で
洪
水
や
豪
雨
の

被
害
。「
列
島
各
地
で
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
た
」「
関

東
北
部
で
は
雹
ひ
ょ
う
が
降
っ
て

車
庫
の
屋
根
に
穴
が
空
い

た
り
、
車
に
キ
ズ
が
つ
い

た
り
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

25
日
、
沖
縄
が
梅
雨
明

け
。「
平
年
よ
り
４
日
遅

く
、
昨
年
よ
り
５
日
遅
い

と
の
こ
と
」「
26
日
に
は
、

鹿
児
島
・
奄
美
地
方
が
明

け
た
」「
関
東
甲
信
の
梅
雨

明
け
は
平
年
７
月
20
日
前

後
、
梅
雨
本
番
は
こ
れ
か

ら
だ
」

　

沖
縄
「
慰
霊
の
日
」
の

６
月
23
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
市
民
ら
が
沖
縄

戦
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
平

和
団
体「
ス
タ
ン
ド
・
ウ
ィ

ズ
・
オ
キ
ナ
ワ
NY
」
が
呼

び
か
け
、
参
加
者
は
「
命

ど
ぅ
宝（
命
こ
そ
宝
）」「
辺

野
古
の
米
軍
基
地
建
設
を

止
め
よ
う
」
の
横
断
幕
を

掲
げ
「
沖
縄
や
東
ア
ジ
ア

の
国
々
を
再
び
戦
場
に
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

日
本
人
の
祖
母
が
幼
少

時
に
沖
縄
戦
を
体
験
し
た

米軍基地撤去を
　ニューヨークで集会

　沖縄「慰霊の日」に連帯

大
学
生
の
ケ
イ
・
コ
ル
プ

リ
ッ
ジ
さ
ん（
21
）は「
太

平
洋
地
域
で
軍
事
的
緊
張

が
高
ま
れ
ば
、
沖
縄
が
最

初
の
標
的
の
一
つ
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
懸
念
を
語

り
ま
し
た
。

日
本
の
軍
事
費
増
「
私
が
説
得
し
た
」

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
発
言
が
波
紋

「
自
身
の
判
断
」
と
い
う
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
は

  

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

　

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が

支
持
者
集
会
で
６
月
20
日
、

岸
田
政
権
に
よ
る
軍
事
費

大
幅
増
は
、「
私
が
彼
を
説

得
し
た
」と
ア
ピ
ー
ル
。日

本
政
府
の
対
応
は
早
か
っ

た
。
一
国
の
首
相
と
し
て

ま
ず
い
事
態
に
、
日
本
政

府
は
米
側
に
申
し
入
れ
、

バ
イ
デ
ン
氏
の
発
言
訂
正

が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
「
防
衛
費
増
額

は
日
本
自
身
の
判
断
」
と

い
い
ま
す
が
、
実
際
は
ど

う
か
。
ト
ラ
ン
プ
前
政
権

は
２
０
１
８
年
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
加
盟
国
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
の
防
衛
費
増
を
要
求
。

日
本
に
は
エ
ス
パ
ー
米
国

防
長
官
（
当
時
）
が
２
０

２
０
年
９
月
に
軍
事
費
増

を
求
め
る
表
明
。
自
民
党

内
に
日
本
も
２
％
に
の
声

が
上
が
り
、
２
０
２
１
年

10
月
、
自
民
党
は
選
挙
公

約
に
「
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
以
上
の
増
額
を
目

指
す
」
と
明
記
し
ま
し
た
。

　
「
軍
事
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
超
」
は
、
元
を
た
ど

れ
ば
米
国
の
要
求
で
す
。

日
本
政
府
は
米
国
の
要
求

に
対
し
て
Ｙ
Ｅ
Ｓ
。
い
ま

ま
で
米
国
の
要
求
に
NO
を

言
っ
た
首
相
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
で
す
。

け
て
止
め
た
」「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
無
法

と
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

26
日
、
福
島
第
１
原
発

の
汚
染
処
理
水
放
出
の
工

事
が
完
了
。
政
府
は
夏
ご

ろ
か
ら
の
放
出
を
予
定
。

「
全
国
の
漁
業
組
合
が
加

盟
す
る
全
漁
連
が
海
洋
放

出
に
反
対
し
て
い
る
」「
漁

業
関
係
者
に
は
死
活
に
か

か
わ
る
大
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
が
７
月
１
日

に
25
分
割
。「
２
０
２
４
年

か
ら
の
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
対

応
す
る
た
め
と
い
う
」

岸田政権が強行した悪法
維新・国民が手助け

堤
未
果
の
シ
ョ
ッ
ク
・

ド
ク
ト
リ
ン

政
府
の
や
り
た
い
放
題
か
ら

身
を
守
る
方
法

　

堤　

未
果

　

幻
冬
舎
新
書
￥
９
４
０
＋
税

　

９
・
11
破
壊
さ
れ
た
タ

ワ
ー
ビ
ル
に
隣
接
す
る
ビ

ル
の
20
階
に
著
者
は
い
た
。

大
パ
ニ
ッ
ク
で
階
段
を
駆

け
降
り
る
。
本
当
の
恐
怖

は
テ
ロ
当
日
で
は
な
か
っ

た
。
愛
国
者
法
が
ス
ピ
ー

ド
可
決
さ
れ
て
情
報
統
制
、

監
視
が
合
法
化
。
こ
れ
が

シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
。

テ
ロ
や
大
災
害
な
ど
で
国

民
が
思
考
停
止
し
て
い
る

最
中
に
や
り
た
い
放
題
。

憧
れ
の
自
由
の
国
が
一
挙

に
変
質
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
下
で
マ
イ

ナ
保
険
証
一
本
化
も

シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
。

「
お
か
し
い
な
」と
感
じ
る

感
性
を
持
ち
続
け
よ
う
と
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）


